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や
ま
し
ん
歌
壇
掲
載
歌 

五
年
九
ケ
月
で
九
十
九
首
の
選
歌
掲
載
（
月
平
均
掲
載
率
：
約1.5

首
） 

 
 

 
 

そ
れ
ら
の
中
で
写
真
短
歌
は
三
十
七
作
品
で
約
３
７
％
を
占
め
る 

◎
令
和
元
年
十
一
月
十
八
日 

 

佐
藤
幹
夫
選 
寺
の
秋
茶
会
の
前
の
挨
拶
は
仏
縁
地
縁
の
訛
り
溢
れ
て 

 

井
上
菅
子
選 

風
に
乗
り
笛
の
音
届
く
散
歩
道
辿
れ
ば
吹
き
手
東
屋
に
居
り 

◎
令
和
元
年
十
月
二
十
一
日 

 

佐
藤
幹
夫
選 

足
元
に
蚊
遣
り
焚
き
つ
つ
登
り
窯
の
火
入
れ
待
ち
居
る
窯
主
ひ
と
り 

大
滝 

保
選 

風
鈴
に
虫
の
音
加
わ
り
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
主
役
の
代
わ
り
は
や
秋
の
風 

◎
令
和
元
年
九
月
二
十
三
日 

 

井
上
菅
子
選 

十
五
歳
父
の
遺
骨
を
抱
き
帰
る
双
葉
町
の
墓
に
夏
の
日
落
ち
き 

◎
令
和
元
年
八
月
二
十
六
日 

 

佐
藤
幹
夫
選 

「
寄
り
添
う
」
の
言
葉
の
重
さ
比
べ
読
む
沖
縄
語
る
今
朝
の
新
聞 

 

大
滝 

保
選 

山
あ
い
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
風
そ
よ
ぐ
鮮 あ

ざ

や
ぐ
初
夏
を
妻
と
頒 わ

か

て
り 

（
＊
） 

◎
令
和
元
年
七
月
二
十
九
日 

 

阿
部
京
子
選 

郭
公
の
声
の
リ
レ
ー
に
誘
わ
れ
歩
む
山
道
こ
み
ど
り
萌
黄 

 

井
上
菅
子
選 

銀
竜
草
朽
葉
押
し
分
け
株
立
て
り
過
客
を
癒
す
山
の
辺
の
道 

（
＊
） 

◎
令
和
元
年
六
月
十
一
日 

阿
部
京
子
選 

石
蹴
り
の
筋
跡
避
け
て
草
む
し
る
桜
の
蕾
ほ
こ
ろ
ぶ
公
園 

選
評 

自
身
の
、
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
が
脳
裏
を
過
っ
て
生
ま
れ
た
心
配
り
で
あ
ろ
う
。 

ご
は
ん
時
に
遊
び
を
止
め
て
帰
っ
た
記
憶
。
明
日
の
続
き
の
為
に
「
避
け
て
」
が
効
い
た
。 

 

大
滝 

保
選 

山
里
の
田
舎
芝
居
の
幕
の
下
り
夜
の
帳

と
ば
り

に
桜
舞
い
散
る
（
＊
） 

◎
令
和
元
年
五
月 

 

井
上
菅
子
選 

改
元
が
紙
面
に
躍
り
朝
の
雪
解
け
て
路
面
は
煌
め
く
鏡 

◎
平
成
三
十
一
年
四
月 

 

阿
部
京
子
選 

め
ぐ
り
来
る
建
国
記
念
日
新
聞
に
是
非
論
載
り
し
も
遥
か
と
な
り
ぬ 
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選
評 

皇
国
史
観
で
教
育
を
受
け
、
戦
後
全
て
を
否
定
さ
れ
て
戸
惑
っ
た
。
四
大
節
の
一
つ 

「
紀
元
節
」
を
「
建
国
記
念
日
」
と
変
え
る
こ
と
に
世
論
沸
騰
し
た
頃
へ
の
感
慨
を
詠
ん
だ
。 

 
大
滝 

保
選 

核
を
持
つ
国
が
他
国
へ
求
め
た
る
放
棄
の
論
理
に
不
条
理
覚
ゆ 

 
 

◎
平
成
三
十
一
年
三
月 

井
上
菅
子
選 
手
織
り
機
に
横
糸
通
す
杼 ひ

の
如
く
人
を
繋
ぎ
て
ま
ち
づ
く
り
な
る
◎
平
成
三
十
一
年
二
月 

 

大
滝 

保
選 

新
聞
を
配
り
し
人
の
自
転
車
の
轍

わ
だ
ち

一
筋
初
雪
の
朝 

 
 
 

◎
平
成
三
十
一
年
一
月 

阿
部
京
子
選 

参
道
の
日
の
斑
を
踏
み
て
黄
落
に
誘
わ
れ
ゆ
く
黄
昏
の
道 

井
上
菅
子
選 

求
人
誌
派
遣
や
パ
ー
ト
が
幅
利
か
せ
先
の
読
め
な
い
社
会
と
な
り
ぬ 

◎
平
成
三
十
年
十
二
月 

阿
部
京
子
選 

山
頂
の
標
識
に
残
る
忘
れ
物
サ
ン
グ
ラ
ス
に
映
る
秋
の
白
雲
（
＊
） 

大
滝 

保
選 

千
余
段
杖
を
頼
り
に
登
り
来
し
人
に
応
う
る
夕
山
紅
葉
（
＊
） 

◎
平
成
三
十
年
十
一
月 

 

阿
部
京
子
選 

谷
向
こ
う
に
西
日
を
受
け
て
照
る
も
み
じ
見
つ
つ
語
ら
う
老
い
の
背
ふ
た
つ 

（
＊
） 

◎
平
成
三
十
年
十
月 

阿
部
京
子
選 

疾
歩
す
る
ハ
イ
カ
ー
独
り
馬
の
背
の
遥
か
彼
方
に
は
や
秋
の
雲
（
＊
） 

井
上
菅
子
選 

戦
い
の
痕
跡
残
る
土
塁
脇
鳥
居
の
陰
の
群
れ
曼
珠
沙
華
（
＊
） 

 

大
滝 

保
選 

高
原
の
広
場
の
隅
に
読
書
す
る
人
の
傍
ら
を
ア
ス
リ
ー
ト
ら
過
ぐ
（
＊
） 

 
 

◎
平
成
三
十
年
八
月 

 

阿
部
京
子
選 

姫
沙
羅
の
花
弁
に
残
る
ひ
と
雫
真
夏
の
空
の
青
映
し
お
り 

 

井
上
菅
子
選 

日
捲
り
の
暦
の
ご
と
く
政
策
の
消
え
て
は
現
れ
言
葉
が
躍
る 

 
 
 
 

 

大
滝 

保
選 

高
原
の
藪
を
掻
き
分
け
進
む
先
叢 む

れ
咲
く
菖
蒲

あ
や
め

に
擦
り
傷
忘
る
（
＊
） 

 
 

◎
平
成
三
十
年
六
月 

 

阿
部
京
子
選 

春
の
暮
の
花
散
り
果
て
し
山
里
の
黄
昏
時
は
緑
の
と
ば
り
（
＊
） 

井
上
菅
子
選 

お
達
磨
の
匂
い
や
か
な
る
江
戸
彼
岸
い
に
し
え
人
の
心
を
映
し
（
＊
） 

大
滝 

保
選 

地
方
に
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
至
り
行
楽
の
地
に
多
国
語
溢
る
（
＊
） 
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◎
平
成
三
十
年
五
月 

阿
部
京
子
選 

道
の
辺
の
祠
の
裏
は
春
さ
な
か
日
影
う
ら
う
ら
カ
タ
ク
リ
群
れ
て
（
＊
） 

 
 

◎
平
成
三
十
年
四
月 

 

阿
部
京
子
選 

参
道
の
連
な
る
日
の
斑
に
落
ち
椿
御
堂
へ
誘
ふ
標
と
な
り
ぬ 

 

井
上
菅
子
選 
御
堂
へ
と
続
く
参
道
雪
積
み
て
鳥
居
を
前
に
佇
み
祈
る
（
＊
） 

大
滝 

保
選 

一
輪
の
流
れ
着
き
た
る
雪
椿
堪
え
ぬ
き
し
冬
を
緋
に
秘
め
て
お
り
（
＊
） 

◎
平
成
三
十
年
二
月 

阿
部
京
子
選 

霧
の
朝
佇
む
岸
辺
凍
み
こ
ご
り
鳥
の
一
声
静
け
さ
を
裂
く 

井
上
菅
子
選 

中
東
で
散
り
し
友
ら
の
七
回
忌
雪
の
凍
む
朝
こ
の
地
で
祈
る 

大
滝 

保
選 

恒
例
の
暮
れ
の
作
業
の
近
づ
け
り
竹
馬
の
友
の
名
リ
ス
ト
よ
り
消
せ
ず 

 

◎
平
成
三
十
年
一
月 

阿
部
京
子
選 

一
病
と
つ
き
合
い
て
は
や
半
世
紀
遊
行
の
門
へ
の
錫
杖
と
せ
む 

 

◎
平
成
二
十
九
年
十
二
月 

阿
部
京
子
選 

散
り
も
み
じ
甦
ら
せ
て
水
の
面
は
新
た
な
舞
台
漣
も
な
し
（
＊
） 

井
上
菅
子
選 

街
中
の
空
家
の
庭
先
山
と
あ
る
く
ら
し
の
品
の
朽
ち
ゆ
く
が
見
ゆ 

◎
平
成
二
十
九
年
十
一
月 

阿
部
京
子
選 

猫
じ
ゃ
ら
し
路
肩
に
揺
る
る
田
舎
道
踏
む
松
落
葉
足
に
優
し
き 

大
滝 

保
選 

幸
せ
の
き
ざ
し
か
突
如
の
二
重
虹
雨
の
上
が
り
し
刈
田
に
架
か
る
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
九
年
十
月 

阿
部
京
子
選 

荒
沼
に
墨
絵
の
時
間
流
れ
き
て
湖
の
面
は
鏡
の
舞
台
（
＊
） 

井
上
菅
子
選 

リ
リ
リ
リ
リ
白
露
の
宵
の
暗
が
り
の
音
色
に
応
ふ
る
仲
間
の
リ
リ
リ 

 

◎
平
成
二
十
九
年
九
月 

阿
部
京
子
選 

帰
国
せ
し
パ
リ
の
友
と
の
語
ら
い
の
話
題
い
ま
だ
に
原
発
震
災 

 

井
上
菅
子
選 

草
花
を
巡
り
て
出
で
逢
ふ
酔
芙
蓉
口
遊
み
け
り
「
風
の
盆
恋
歌
」（
＊
） 

 

大
滝 

保
選 

久
々
に
友
と
語
ら
ふ
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
カ
ク
テ
ル
グ
ラ
ス
に
汗
の
伝
ふ
る 
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以下の５２首は

平成29年11月発

刊の冊子 続 私

的ｱﾝｿﾛｼﾞｰ“しあ

わせの構図”に掲

載しております。 

 

 

   

◎
平
成
二
十
九
年
七
月 

大
滝 

保
選 
断
捨
離
の
成
果
の
箱
を
古
書
店
へ
こ
こ
ろ
残
り
の
帰
路
は
た
そ
が
れ 

 
 

選
評 

 

断
捨
離
と
ば
か
り
に
箱
一
杯
の
古
本
を
出
し
た
が
、
後
悔
の
念
も
消
え
な
い
。
結
句
の 

「
た
そ
が
れ
」
は
「
人
生
の
黄
昏

た
そ
が

れ
」
の
心
象
で
も
あ
ろ
う
。
気
持
ち
の
分
か
る
歌
。 

井
上
菅
子
選 

松
蝉
に
蓮
華
つ
つ
じ
が
色
を
添
へ
谷
地
沼
に
は
や
夏
の
よ
そ
ほ
ひ
（
＊
） 

 

◎
平
成
二
十
九
年
五
月 

井
上
菅
子
選 

待
ち
切
れ
ぬ
心
た
ず
さ
え
春
探
し
ぬ
か
る
み
避
け
行
く
城
址
の
小
路 

大
滝 

保
選 

大
根
の
お
ろ
し
の
ご
と
き
雪
積
る
卒
業
式
の
朝
の
通
路
に 

◎
平
成
二
十
九
年
四
月 

 

阿
部
京
子
選 

春
の
日
の
射
し
込
む
御
堂
に
祈
り
お
り
耳
を
澄
ま
せ
ば
雪
解
の
瀬
音 

 

 

大
滝 

保
選 

目
覚
め
れ
ば
鳥
の
囀

さ
え
ず

り
耳
に
入
る
障
子
明
る
く
春
を
う
つ
せ
り 

◎
平
成
二
十
九
年
三
月 

井
上
菅
子
選 

い
つ
か
ら
か
知
己
の
名
探
す
「
お
く
や
み
欄
」
思
い
湧
き
い
づ
わ
が
名
の
載
る
日 

選
評 

 

歌
に
詠
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
同
じ
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
人
は
多
い
は
ず
。

知
己
の
名
探
す
か
ら
、
わ
が
名
の
載
る
日
ま
で
の
軽
や
か
な
調
べ
に
、
重
い
内
容
が
救
わ

れ
る
。 

阿
部
京
子
選 

行
き
暮
れ
て
辿
り
つ
き
た
り
道
の
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
に
は
や
夕
光

ゆ
う
か
げ

は
射
す 

◎
平
成
二
十
九
年
二
月 

大
滝 

保
選 

新
学
期
子
ら
の
弁
当
始
ま
り
ぬ
朝
の
隣
家
に
た
ま
ご
溶
く
音 

 
 
 

◎
平
成
二
十
九
年
一
月 

阿
部
京
子
選 

生
活
の
脚
の
手
立
て
を
置
き
去
り
に
免
許
返
上
ひ
と
り
歩
き
す 

 

井
上
菅
子
選 

寒
風
を
割
き
て
上
れ
る
噴
水
は
幕
と
広
が
り
山
裾
隠
す
（
＊
） 

 

 



やましん歌壇掲載歌 
（＊：「写真短歌」の作品 ） 

- 5 - 

◎
平
成
二
十
八
年
十
二
月 

阿
部
京
子
選 

小
走
り
に
園
児
ら
が
ゆ
く
黄
葉
路
あ
い
さ
つ
響
く
霜
月
の
あ
さ
（
＊
） 

 
◎
平
成
二
十
八
年
十
一
月 

 

井
上
菅
子
選 

薄
暗
き
朝
の
目
覚
め
に
鳩
鳴
け
り
ク
ウ
ク
ウ
ク
ク
ク
秋
は
き
て
お
り 

 

大
滝 

保
選 
涼
求
め
車
で
走
る
す
す
き
道
フ
ロ
ン
ト
か
す
め
あ
き
つ
群
れ
飛
ぶ 

◎
平
成
二
十
八
年
十
月 

阿
部
京
子
選 

新
涼
は
行
き
つ
戻
り
つ
庭
先
の
虫
の
世
界
へ
秋
の
往
還 

◎
平
成
二
十
八
年
九
月 

 

井
上
菅
子
選 

早
苗
饗
の
テ
レ
ビ
映
像
眼
に
留
り
忽
と
戻
り
ぬ
少
年
の
頃
に 

 

大
滝 

保
選 

あ
さ
ま
だ
き
目
覚
め
の
一
杯
の
白
湯

さ

ゆ

旨
し
備
忘
録
記 し

る

す
手
も
捗
り
ぬ 

◎
平
成
二
十
八
年
七
月 

 

井
上
菅
子
選 

管
理
下
と
言
わ
れ
て
久
し
き
フ
ク
シ
マ
の
海
は
黙
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
語
る 

 

大
滝 

保
選 

雪
残
る
霊
峰
を
背
に
芝
ざ
く
ら
覆
え
る
堤
は
王
朝
絵
巻
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
八
年
六
月 

  

阿
部
京
子
選 

公
園
に
軋
ん
で
揺
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
に
遊
ん
だ
子
ら
の
気
配
が
残
る
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
八
年
五
月 

井
上
菅
子
選 

今
の
世
に
広
ま
る
「
絆
」
気
に
留
ま
り
「
枷
」
の
意
味
も
つ
「
ほ
だ
し
」
の
読
み
し
る
（
＊
） 

大
滝 

保
選 

い
つ
よ
り
か
「
世
話
に
は
な
ら
ぬ
」
が
揺
ら
ぎ
を
り
遠
く
に
暮
ら
す
娘
と
語
れ
ば 

 

◎
平
成
二
十
八
年
四
月 

阿
部
京
子
選 

淡
雪
が
う
す
く
積
も
れ
る
朝
の
道
足
跡
ひ
と
筋
わ
が
先
に
あ
り 

 

井
上
菅
子
選 

雪
の
道
手
を
取
り
歩
む
老
い
ふ
た
り
交
は
す
笑
み
に
も
に
じ
む
年
輪 

◎
平
成
二
十
八
年
三
月 

阿
部
京
子
選 

雪
原
を
一
輛
列
車
進
み
行
く
女
子
高
生
の
に
ぎ
わ
い
乗
せ
て 

選
評 

過
疎
地
を
つ
な
ぐ
ロ
ー
カ
ル
線
の
通
勤
通
学
時
に
の
み
賑
わ
う
一
輌
の
情
景
。
簡
潔
に 

 

 
 

ま
と
め
ら
れ
た
。
評
も
簡
潔
に
終
わ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
菅
子
選 

屋
根
を
打
つ
微
か
な
る
音
に
心
解
く
雨
水
間
近
い
目
覚
め
の
朝
に 
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大
滝 

保
選 

た
ま
さ
か
の
妻
の
不
在
に
慣
れ
ぬ
家
事
先
行
き
危
ぶ
む
思
い
湧
き
い
ず 

◎
平
成
二
十
八
年
二
月 

大
滝 
保
選 

起
業
よ
り
は
や
十
五
年
廃
業
の
意
思
を
固
め
ぬ
勤
労
感
謝
日 

 
 

◎
平
成
二
十
七
年
十
一
月 

 

井
上
菅
子
選 
い
つ
か
ら
か
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
と
呼
ば
れ
お
り
老
い
を
敬
う
想
い
遠
の
く 

◎
平
成
二
十
七
年
十
一
月 

阿
部
京
子
選 

遠
き
山
近
き
紅
葉
を
水
面
に
浮
か
べ
て
池
は
秋
の
万
華
鏡
（
＊
） 

選
評 

遠
景
、
近
景
す
べ
て
を
映
す
水
面
の
華
や
か
さ
を
「
万
華
鏡
」
と
捉
え
た
。 

心
の
動
き
に
雑
念
が
な
く
直
線
的
な
描
写
が
心
地
よ
い
。 

◎
平
成
二
十
七
年
九
月 

井
上
菅
子
選 

か
な
か
な
の
途
切
る
る
声
に
か
な
か
な
と
遠
く
で
応
え
る
か
な
か
な
の
声 

大
滝 

保
選 

フ
ェ
ン
ス
越
し
の
プ
ー
ル
で
挙
が
る
歓
声
に
幼
き
日
々
の
想
い
出
湧
き
来 

 

    

◎
平
成
二
十
七
年
七
月 

井
上
菅
子
選 

祭
り
へ
と
歩
み
を
揃
う
親
子
連
れ
す
が
し
き
初
夏
の
山
間
の
道
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
七
年
六
月 

阿
部
京
子
選 

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
世
の
中
を
動
か
す
社
会
い
つ
か
来
た
道 

◎
平
成
二
十
七
年
五
月 

 

井
上
菅
子
選 

懐
か
し
き
む
か
し
の
テ
ン
ポ
よ
み
が
え
り
委
ね
て
歩
む
都
心
の
雑
踏 

◎
平
成
二
十
七
年
四
月 

阿
部
京
子
選 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
食
の
レ
シ
ピ
が
溢
れ
お
り
貧
し
き
時
代
遥
か
と
な
り
て 

 

◎
平
成
二
十
七
年
三
月 

井
上
菅
子
選 

十
年
の
歩
み
を
話
す
機
会
得
て
浮
か
び
上
が
り
ぬ
マ
イ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

 

以下の２０首は平

成27年11月発刊の

遊縁の衆の歌集「遊

縁」に掲載しており

ます。 
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高
橋
光
義
選 

雪
い
ろ
の
町
を
歩
め
ば
甦
る
遥
か
昔
の
通
学
の
路 

◎
平
成
二
十
七
年
一
月 

井
上
菅
子
選 

枯
れ
野
原
春
の
彩
ま
ぼ
ろ
し
に
黄
昏
早
く
秋
が
身
に
染
む
（
＊
） 

 
高
橋
光
義
選 

高
齢
と
言
え
ど
も
今
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
連
れ
合
い
待
た
せ
て
画
像
に
残
す
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
六
年
十
一
月 

井
上
菅
子
選 

新
幹
線
車
窓
の
先
の
錦
秋
に
思
わ
ず
止
ま
る
弁
当
の
箸 

◎
平
成
二
十
六
年
七
月 

井
上
菅
子
選 

会
合
を
終
え
た
る
昼
を
軒
先
の
燕
話
題
に
再
び
賑
わ
う 

高
橋
光
義
選 

木
漏
日
が
い
ざ
な
う
小
道
そ
の
先
の
休
み
ど
こ
ろ
に
ひ
と
の
気
配
な
し
（
＊
） 

阿
部
京
子
選 

主
去
り
し
家
の
庭
先
草
繁
し
人
の
気
配
の
露
も
と
ど
め
ず 

◎
平
成
二
十
六
年
六
月 

 

阿
部
京
子
選 

春
蘭
に
ま
た
逢
え
た
ね
と
声
か
け
ぬ
春
ま
だ
浅
き
山
路
の
片
方

か

た

え

（
＊
） 

高
橋
光
義
選 

春
寒
し
蝶
も
し
ば
し
の
羽
根
休
み
山
の
小
径
の
陽
だ
ま
り
の
中
（
＊
） 

◎
平
成
二
十
六
年
五
月 

 

井
上
菅
子
選 

春
の
彼
岸
に
残
雪
踏
み
て
墓
掃
除
想
い
往
き
交
う
彼
岸
と
此
岸 

高
橋
光
義
選 

地
鎮
祭
願
い
通
じ
て
雪
の
止
み
友
の
住
居
に
祝
詞
流
る
る 

◎
平
成
二
十
六
年
四
月 

 

阿
部
京
子
選 

誰
そ
彼
が
黄
昏
と
な
る
万
葉
の
世
界
に
ひ
た
り
ひ
と
を
想
え
り 

高
橋
光
義
選 

精
検
を
待
つ
間
の
長
さ
息
苦
し
交
わ
す
目
線
に
共
感
覚
ゆ 

◎
平
成
二
十
六
年
三
月 

 
 

阿
部
京
子
選 

風
邪
に
臥
し
久
々
に
見
る
夢
の
中
母
の
十
八
番
の
懐
か
し
き
粥 

井
上
菅
子
選 

冬
の
列
車
は
吹
雪
く
山
あ
い
割
き
て
行
く
向
う
先
に
は
フ
ク
シ
マ
の
街
（
＊
） 
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